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──────────────────────────────

○応招しなかった議員

──────────────────────────────
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開会 開議午前９時00分

○議長（安丸眞一郎） おはようございます。

現在の出席議員は１０人です。ただいまから令和４年第２０回大刀洗町議会臨時会を開会しま

す。

これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。議事日程により議事を進めますので、御協力

のほどお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名について

○議長（安丸眞一郎） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、４番、野瀬繁隆議員、

５番、黒木德勝議員を指名いたします。

────────────・────・────────────

日程第２．会期の決定について

○議長（安丸眞一郎） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安丸眞一郎） 異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は本日１日限りとすること

に決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３．諸報告

○議長（安丸眞一郎） 日程第３、諸報告を行います。

まず、検査結果の報告を行います。

監査委員より令和４年６月末日分の例月出納検査結果報告書の提出がありました。お手元に写

しを配付いたしております。

以上で議長報告を終わります。

次に、町長より挨拶をしていただきます。中山町長。

○町長（中山 哲志） 皆さん、おはようございます。議会臨時会の開会に当たり、一言御挨拶を

申し上げます。

本日ここに令和４年第２０回大刀洗町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には公

私ともに御多用中にもかかわりませず御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。

また、今年度は５月、６月に続き３度目の臨時議会となり、議員の皆様には臨時議会の開会に
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御理解を頂き、重ねてお礼を申し上げます。

先月２２日、福岡県では、福岡コロナ特別警報が発動をされました。現在、福岡県では、新型

コロナウイルスのオミクロン株のＢＡ.５の感染拡大に伴い新規陽性者数が連日１万人を超え、

病床使用率も７割を超えるなど、感染が急速に拡大をいたしております。

大刀洗町でも、７月は５００名を超える新規陽性者発生の連絡があっています。町民の皆様に

は、改めて、場面に応じたマスクの着用や咳エチケットの遵守、手洗いや換気の徹底、３密の回

避などの感染予防に努めていただきますようお願いを申し上げます。併せて、感染された方、ワ

クチン接種を望まない方の人権尊重と個人情報の保護にも十分な御配慮をお願い申し上げます。

さて、今議会には、現在のコロナ禍を踏まえ、住民税非課税世帯への臨時特別給付金及び新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した緊急経済対策などに関連した補正予算

１件を上程をいたしております。慎重に御審議頂き、最後には御承認頂きますようお願い申し上

げまして、開会に当たっての御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（安丸眞一郎） 町長の挨拶が終わりました。

これで諸報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．議案第２６号 令和４年度大刀洗町一般会計補正予算（第４号）について

○議長（安丸眞一郎） 日程第４、議案第２６号令和４年度大刀洗町一般会計補正予算（第４号）

についてを議題といたします。

提案理由及び内容の説明を求めます。松元総務課長。

○総務課長（松元 治美） おはようございます。総務課の松元です。

議案書をご覧ください。１枚おめくりください。

議案第２６号令和４年度大刀洗町一般会計補正予算（第４号）。

令和４年度大刀洗町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億４,１９６万７,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８８億９,６１２万２,０００円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び該当区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

令和４年８月１日提出、大刀洗町長中山哲志。

歳出から説明させていただきます。

６ページをご覧ください。

３、歳出、３款１項１５目非課税世帯への臨時特別給付金給付事業、補正前の額１３２万円は、
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６月補正によりシステム改修分を補正させていただいたものです。補正額４,０６４万１,０００円、

主なものといたしまして、１８節の負担金・補助及び交付金となります。非課税世帯への臨時特

別給付金１０万円を４００世帯分、組んでおります。４,０００万となっております。

次に、６款１項５目緊急経済対策費８,５３２万６,０００円、主なものといたしまして、

１０節需用費、半額割引券作成費他で２４１万７,０００円、１１、役務費で、クーポン券郵送

料で１９５万８,０００円、１８節負担金・補助及び交付金で、半額割引券の交付金５,０００円

の１万６,０００人分で８,０００万を組んでおります。

続きまして、７款７項１目公園管理費、補正額１,６００万、主なものといたしまして、工事

請負費となります。公園のウォーキングコースの改修工事費を１,３００万、公園の転落防止柵

設置工事費を３００万、合わせて１,６００万の工事請負費となっております。

続きまして、歳入をご覧ください。

５ページになります。

２、歳入、１４款２項１目総務費国庫補助金です。

補正額７,７０５万２,０００円、４節の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で

す。こちらのほうは、臨時創生交付金と臨時創生交付金の地方負担分及び物価高騰の分と合わせ

まして７,７０５万２,０００円となっております。

２、民生費国庫補助金です。補正額４,０６４万１,０００円となっております。こちらのほう

は、非課税世帯への臨時特別給付金給付事業といたしまして、事務費、事業費合わせて４,０６４万

１,０００円となっております。

次に、１８款１項１目基金繰入金です。ふるさと応援基金繰入金といたしまして、２,４２７万

４,０００円を繰り入れております。

以上、説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（安丸眞一郎） これから質疑を行います。質疑ございませんか。８番、東義一議員。

○議員（８番 東 義一） ８番、東です。

７款７項１目１４節工事請負費、これは支出の６ページです。これについて質問いたします。

この転落防止柵の設置に至った経緯と、それと理由をお願いします。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。棚町建設課長。

○建設課長（棚町 瑞樹） 東議員の御質問にお答えいたします。

転落防止柵のほうの設置に至った理由ということでございますけれども、大刀洗川の一部の区

間において河川と沿路に高低差のほうがございまして、当該箇所において子供さんが転落するお

それがございまして、安全対策を実施をする必要性があるということで、今回、転落防止柵のほ

うを設置させていただくということで、補正をさせていただくということに至りました。よろし
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くお願いいたします。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。８番、東義一議員。

○議員（８番 東 義一） 課長の説明で理解できましたが、なぜこの８月の時点で、町長の挨

拶にもありましたけど、補正予算で計上されたのか。これについては、遊具施設ができるという

ことはもう３年度に分かっていたことだし、当初予算に防護柵の設置の予算を計上してもよかっ

たんじゃないかというふうに、私、感じます。

それでは、先ほど質問しましたように、理由は分かりましたけど、その経緯、どうしてこうい

った形に８月の補正予算で計上しなければならなかったかということの理由をお願いしたいと思

います。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。棚町建設課長。

○建設課長（棚町 瑞樹） 質問にお答えいたします。

今回、８月の補正予算で上げさせていただいてるということで、当初の４月の段階で当初予算

に組み込まれたらいいんじゃないかという御質問だと思いますけれども、久留米県土整備事務所

のほうと協議をしておりまして、協議が早く整っておれば年度当初の予算で計上することが可能

だったんですけれども、県土整備事務所との協議が整ったのがもう５月とかそれぐらいでした。

令和２年の東議員の質問で転落防止柵とかしたらどうかという、たしか一般質問でもございまし

たので、そういった点で、河川を管理してある県土整備事務所との協議がなかなか整わなかった

んですが、やっぱり安全対策ということでどうしてもつけさせてくださいということで協議をし

て、占用願を出して、許可をもらえるような協議が整いまして、それならもう早く工事をして、

なるべく子供さんの安全を確保したいということで、今回の８月の臨時議会に上げさせてもらう

というふうに至った経緯でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。８番、東義一議員。

○議員（８番 東 義一） 経緯については理解できました。

そこで、町長のほうにお尋ねいたします。

今、建設課長が申しましたように、令和２年の９月の定例会、９月１４日やったんですけど、

この一般質問において、これ、朗読しますけど、大刀洗公園の整備と維持管理について、その中

で、大刀洗川への転落防止柵の設置の対策はという形で私は一般質問をいたしております。その

内容につきましては、「遠足とか親子で散歩とかそういったような散策に来られた場合に、転落

する可能性が十分あるというふうに私は認識しております」「まだ現在のところ事故等は発生し

ておりませんが、何かやはり想定外のことを考慮していくべきだと私は考えておりますので、そ

の点いかがでしょうか」という形で町長に答弁を求めております。

そこで、町長の答弁は、「まず大刀洗公園は、大刀洗川と一体となった町民の憩いの場としま
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して、川に近づくことができるようになるべく柵などを設置しない形で整備してきたところでご

ざいます。また、公園の南北を結ぶ橋との交差部の付近につきましては、橋への進入時に踏み外

さないように例外的に転落防止柵を設置しておりますけれども、川沿いの水路につきましては、

大刀洗川の河川区域を占用しており、原則はその河川区域内に構造物を設置することは認められ

ていないことから、新たな柵の設置というのがなかなか難しいんじゃないかなと考えておりま

す」、それと、「セーフティーコーンとかロープで、今、こうしているところの安全確保になり、

あるいはもともと護岸が雨でやられているというのが一番だと思いますので、そこの河川の改修

については、県のほうにも要望してまいりたい」というふうに町長の答弁を頂いております。

２年前なんです。先ほど、私が２年前に質問したときに、事故が起きてないから、想定外のこ

とを考えて設置したらどうかというふうなことで要望していたんですけど、やっと２年過ぎて今

回の補正予算に計上されたということなんですけど。

町長がいつも言っておられる、町民の安心、安全ということを申されておりますので、やはり、

あの時点でしとけば安全、安心の確保もできたかもしれないし、また、今、物価が上昇しており

ますので、２年前の工事費と現在の工事費、それ、幾分格差があると思うんです。そういった形

で、町長が言っておられるように、町民の皆様の税金は有効に使いたいという形でいつも答弁さ

れておりますし、また言っておりますので、その点、町長、今、私が御質問した件について、何

かあればお願いします。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。中山町長。

○町長（中山 哲志） 東議員の御質問にお答えします。

今、東議員のほうから御説明があったとおり、そういう経緯がございます。そうしまして、住

民協議会においても、転落防止柵をつけたほうがいいんじゃないか、いや、つけないほうがいい

んではないか、双方からいろんな活発な議論があったところでございます。

そういうのも踏まえて、今回、設置するように予算をお願いしてるわけでございますけれども、

これについては、先ほど議員のほうから御紹介がありましたように、ちょっと水害等で、くえた

というか、えぐれた箇所等もございましたので、まずはそこの補修、それから一部のしゅんせつ、

そういうのを久留米県土整備事務所のほうにお願いをしながら、安全な公園ということで取り組

んできたところでございます。

議員おっしゃることはよく観点としては分かるんですけれども、当初が親水公園として造って

きた公園であるというのはこれは事実でございますし、一方で大刀洗川の管理道路というか、河

川の堤防なんです。堤防の上には基本的には構造物を設けることができないというのは、それが

ルールでございまして、そこを今回複合遊具も新たに設置しましたし、あと、しゅんせつ等して

もらって、かなりそばになってるという部分もございまして、河川事務所のほうに再度、どうし
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てもここは転落防止柵を一番構造物が切り立ってる、土羽がないとこだけでもつけられないのか

ということで改めて建設課のほうから協議を重ねまして、ようやく県のほうとの協議が整ったと

いうことで、今回、補正をお願いしてるところでございます。

スピード感等は、議員御指摘いろいろあろうかと思いますけれども、議員の御指摘も踏まえて

今回の補正を計上させていただいておりますので、何とぞ御理解のほど、よろしくお願いいたし

ます。

○議長（安丸眞一郎） ほかございませんか。８番、東義一議員。

○議員（８番 東 義一） 町長の答弁頂いたんですけど、建設課長の説明では、結局、陣の橋、

下流のほう、それと太刀の橋までの間が、大体、町長がおっしゃったように落差がひどいんです。

水と親しむような状況じゃないんです。その中で、建設課長の説明、全協の説明では１００メー

トルするということなんですけど、残りの３０メートルかどうか分かりませんけど、その間は転

落防止柵はしないというふうな形で聞いたんですけど、町長の答弁によれば、当然、やっぱり転

落を防止するためにも、その橋までやってもいいんじゃないかというふうに私は感じるんですけ

ど、その点いかがでしょうか。

○議長（安丸眞一郎） 中山町長。

○町長（中山 哲志） 東議員の御質問にお答えします。

転落防止柵、つける場所が下流部の高低差があるところで今考えております。今、上流部につ

いては一定、土羽というか、あって、河川区域内にもし落ちても、すぐに河川に転落するような

形状には若干なっておりませんので、より危険度の高い、高低差のある、いきなり河川区域にな

っているところを、今回、転落防止柵ということでお願いをしてるところでございます。

どうしても河川区域の堤防というのは、構造物を造ると若干もろくなる部分もあるので基本的

には構造物を造るというのは認められない、例外的な分なので、より危険性の高いところに絞っ

て、今回、防護柵の設置をお願いをしてるところでございます。

○議長（安丸眞一郎） ほかございませんか。３番、平田康雄議員。

○議員（３番 平田 康雄） ６ページの歳出の項で、１５目の非課税世帯臨時特別交付金事業に

ついては、補正額４,０６４万１,０００円で全額国庫支出金となっております。ただ、５目の緊

急経済対策費では、８,５３２万６,０００円のうち国庫支出金が７,７０５万２,０００円と非常

に端数が出ておりますけども、これ、８,８３２万６,０００円のうち、補助対象にならない項目

もあるということでしょうか。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。松元総務課長。

○総務課長（松元 治美） 平田康雄議員の質問にお答えいたします。

今回、臨時議会ということで、急ぐ事業のみを計上させていただいております。なので、９月
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に関しましても、新型コロナウイルス感染症対応の地方創生臨時交付金を使った事業のほうを上

げていきたいと思っております。今後、また国からの追加等もあるかもしれませんので、予算に

ついては国庫分の補助金と繰入金のふるさと応援基金を入れた形で組ませていただいております。

以上です。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。ほかございませんか。４番、野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） ちょっと関連して質問させていただきたいと思います。

まずは、非課税世帯の話でございます。これは、令和３年度の１月補正で１億７,０００万ぐ

らいの補正があって、１,７００世帯ぐらいに一律１０万円給付するということで繰越しがあっ

てます。繰越しが４,９００万、約５,０００万ぐらい繰越しされておりますけども、現在のその

執行状況といいますか、それをちょっと教えていただきたいと思います。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。矢野福祉課長。

○福祉課長（矢野 智行） 御質問にお答えいたします。

すいません。ちょっと金額、こちらは宙で覚えておりませんけれども、先日の議会のときにも

御報告をさせていただきましたが、現在、支出をしております世帯につきましては、前回が

９５％ほどというお話をさせていただいたと思います。それから十数件ほど増えておりますので、

若干増えておるかなというところぐらいです。あくまでもあれは令和３年度の所得の状況によっ

て支出をしたものでございますので、今回上げている補正予算とはまた別のものとなるところで

ございます。

以上です。

○議長（安丸眞一郎） ４番、野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） 別と言えば、別だと思います。今議会を経て、あと、対象者に対し

てどういう周知をされていくのかっていうのが１点。

もう一点は、いつぐらいから給付が始まって、多分５か月ぐらいの期間の間に給付されている

んだろうと思うんですが、そこら辺の予定が分かればちょっと教えていただきたいと思うんです

が。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。矢野福祉課長。

○福祉課長（矢野 智行） それではお答えいたします。

先日の令和３年度の分につきましては、未申請の方につきましては案内を差し上げたところで

ございます。

それと、令和４年度分につきましては、これからなんですけれども、盆前ぐらいまでに、非課

税世帯につきましてはこちらのほうから御案内を差し上げるところでございます。締切日が９月

の末ということになっておりますけれども、これはあくまでも家計急変世帯のみでございますの
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で、我々の今考えておるところでは、非課税世帯の締切日については少し延ばすところでござい

ます。

以上です。

○議長（安丸眞一郎） 野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） 住民税の非課税世帯というのは通知がされて、それに返信するよう

な形を取られるんだろうと思うんです。ただ、急変世帯というのは、あくまでも申請が必要なわ

けですよね。ですから、そこはちょっと十分周知しないとなかなか分かりにくいのかなという気

がします。それ、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

それと、令和３年度で１,７００世帯、今度４００世帯ですから、令和３年度に支給したとこ

ろはもう支給しないという形になってるんだろうと思います。新たに４００世帯増えるというこ

とは、３,１００世帯ぐらいがいわゆる非課税世帯になるというふうに考えていいんでしょうか。

○議長（安丸眞一郎） 矢野福祉課長。

○福祉課長（矢野 智行） それでは御質問にお答えします。

今現在、４,０００万という形で４００世帯分を組ませていただいておるところでございます

けれども、実際の、今度、令和４年度の非課税世帯で完全に非課税世帯というのが分かっておる

のが１５９世帯です。ほか２３７世帯につきましては、令和３年の１２月１１日以降、それから

令和４年の６月１日までに大刀洗町に転入された方々がほとんどでございます。この方々につき

ましては、以前おられた市町村のほうに所得状況等の確認をして、課税世帯であるか非課税世帯

であるかを判断した後に御案内を差し上げるということになっております。

以上です。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） 単純に私がちょっと３,０００世帯ぐらい、大刀洗町の全世帯とい

うのは６,０００ちょっとぐらいですよね。ですから、え、３分の１も非課税世帯になるのって

思ったもんですから。しかも、これはある面、一過性の給付金ですよね。だから、後の財政的な

運営というのが非常に厳しいかなと思いながらちょっと質問させていただきました。

続けて、関連して２問目、よかですか。

先ほど、東議員がちょっと質問された防護柵の件でございますけれども、町長もちょっと答弁

の中で住民協議会の話をされました。住民協議会の提案の中をちょっと読んでみますと、確かに、

住民の方とか地域の方から、危ないから設置をしてくださいと、こういうふうになってます。行

政側の考え方として、防護柵の必要性を認識しながらも、先ほどからずっと言われてます親水性

っていういわゆるキーワードというか、そういうもので、単なる防護柵ではなくて、プランター

とか、それに代わる親水性が感じられるようなものを検討していきますよというような回答にな
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ってるんです。今回設置される防護柵というのは、普通のガードパイプみたいな高さとか、構造

はどうなってるのかというのをちょっとお伺いします。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。棚町建設課長。

○建設課長（棚町 瑞樹） 野瀬議員の質問にお答えいたします。

ガードフェンスの構造についての御質問だと思います。

今言われました、ガードパイプといいまして、普通、道路のところによく横型のパイプがござ

いますけども、そういったのがガードパイプでございますけど、今回設置を検討してるタイプが

縦型のタイプです。横幅が約１５センチ程度の縦メッシュといいますか、そういった形で

１１０センチの高さのやつを計画しております。当初は横タイプもありましたけれども、子供さ

んがよじ登ったりとか、そういった点でいけば縦型タイプのほうがいいのかなという形で、その

分の設置で一応設計をして金額のほう出させていただいております。

以上でございます。

○議長（安丸眞一郎） 野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） 柵の必要性というのは当然あるんだろうと思います。

それで、せっかく住民協議会なんかでそういう親水性とかいうのが強く打ち出されている中で、

少しデザインされたようなガードパイプというのか、公園のコンセプトといいますか、そういう

のに合ったようなものをしていただきたかったなという感じがちょっとするんです。しかも、そ

れはわざわざ住民協議会の中で、そういうことをちゃんと検討していきますよって言われている

んですよね。だから、プランターがいいのかどうかというのは私も分かりませんけど、少なくと

も、何か普通のパイプ、しかも縦ですから遮断壁みたいに感じられてもせっかくの親水公園のイ

メージを崩すのかなと、ちょっと今、想像しながら考えたんですけど。

そこら辺、何か検討は、まあ、されてなければされてないでも結構ですけど、ちょっとそうい

う検討経緯を教えていただければと思います。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。棚町建設課長。

○建設課長（棚町 瑞樹） 野瀬議員の御質問にお答えいたします。

プランターとかそういった形での景観的な部分についての質問というか、そういう形だと思う

んですけれども、今回は特にやっぱり安全面のほうをちょっとやっぱり重視してさせていただい

たので、ガードフェンスのほうの色とか、色彩的な部分が景観に合ったような形で、来てある方

に気持ちよく来ていただくような何か色とか、その辺あたりをちょっとまた検討して、何か工夫

してやりたいというふうに考えております。

すいません。以上でございます。

○議長（安丸眞一郎） 野瀬繁隆議員。
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○議員（４番 野瀬 繁隆） せっかくやっぱり住民協議会までやって、大刀洗公園の今後の在り

方みたいなことを検討されたわけですし、その中で幾つかの、４つの提案ぐらいされてるわけで

すよね。だから、そういうものはやっぱり大事にしていただきたいなという感じがしますので、

よろしくお願いしておきます。

○議長（安丸眞一郎） ほかございませんか。

〔なし〕

○議長（安丸眞一郎） ここで、暫時休憩をしたいと思います。

休憩 午前９時34分

………………………………………………………………………………

再開 午前９時44分

○議長（安丸眞一郎） それでは、休憩前に引き続き質疑を再開いたします。

質疑ございませんか。４番、野瀬繁隆議員。

○議員（４番 野瀬 繁隆） 申し訳ありません。５ページの歳入のところでございますけれども、

１４款２項１目の中の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の物価高騰ということ

で５,５００万ほど計上されております。全協で事前にいろいろ説明があったのを私が忘れてる

んだろうと思うんですけど、こういう商工関係とはまた別に、農業、例えば飼料とか肥料とかそ

ういうのが非常に高騰するから、そういうものも考えていくんだというような説明がされたんだ

ろうと思うんですけど、そこら辺、ちょっともう一回、今後そういうのが出てくる可能性がある

のかどうかを併せて見解をお願いしたいと思います。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。中山町長。

○町長（中山 哲志） 議員の御質問にお答えします。

まず、農業で、今、御指摘がありましたように、特に肥料等、かなり高騰して、また品物自体

が手に入りづらくなってるというところがございます。

これに関連しましては、県のほうが高騰分の２分の１を補償するというふうな制度をつくって

いるところでございます。一方、国のほうが、今度は化学肥料を２割程度減らした農家に対して

７割を補助するという制度をつくるように聞いて、今現在進行形でございます。

そこで国の制度と県の制度がどういうふうな区割りになってというのは、今、県のほうでも協

議をされているところでございますので、それを踏まえて、それに対する上乗せ補助等を検討い

たしまして、９月の補正で提出させていただきたいと思っております。

それ以外につきましても、今後、９月補正に関連して、必要な補正予算というのは検討してま

いりたいと思います。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。ほか、ございませんか。８番、東義一議員。



- 15 -

○議員（８番 東 義一） ８番、東です。

先ほど質問させていただいた大刀洗公園の転落防止柵の件については、建設課長、町長のほう

から答弁頂いたわけなんですけど、新しい遊具施設ができて、ものすごい利用が多いという形で

伺っております。

それで、防護柵を工事発注するまでの期間、工事が完了するまでの期間、できましたらセーフ

ティーコーンとか、そういった形での転落防止柵をしていただいたらというふうに考えますけど、

その点いかがでしょうか。

○議長（安丸眞一郎） 答弁求めます。棚町建設課長。

○建設課長（棚町 瑞樹） 東議員の質問にお答えいたします。

今、セーフティーコーンとかを置いて、安全面、工事期間中はということで言われましたので、

工事につきましては、今言われましたように、安全確保を業者と打合せしながら、事故のないよ

うに対応していきたいと思います。

以上でございます。

○議長（安丸眞一郎） よろしいですか。ほかございませんか。

〔なし〕

○議長（安丸眞一郎） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論は原案に対する反対討論、次に賛成討論と交互に行います。討

論ございませんか。

〔なし〕

○議長（安丸眞一郎） 討論なしと認めます。これから議案第２６号令和４年度大刀洗町一般会計

補正予算（第４号）についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。

〔議員９名中起立９名〕

○議長（安丸眞一郎） 起立全員です。したがって、本案は原案のとおり可決しました。

────────────・────・────────────

○議長（安丸眞一郎） これで、本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。

令和４年第２０回大刀洗町議会臨時会を閉会します。

閉会 午前９時49分

──────────────────────────────
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